
 資料 16-1 

事業者に求める残食計量・回収について 

 

 食べ残しは、配膳業務において、毎日品目別に全クラス分まとめて計量し、残食計量表（資料 16－2）

に記録する。記録する単位は、キログラム単位（小数点第 2 位以下を四捨五入）とし、記録結果は、学

校別に 1 ヶ月分をデータでとりまとめ、翌月 5 日までに提出することとする（休日等の場合は別途指定

する）。 

 なお、すべての学校の配膳室には、はかりが設置してある。（秤量 20 ㎏） 

 

食 品 等 配膳室での取扱い 

米 飯 ・ 米飯缶に残った米飯は、空食缶に学校分まとめて計量後、給食センターまで回

収する。 

・ 「埼玉学給」と書かれている米飯缶には、水をコップ１杯程入れて米飯業者に

返す。「イチマツ」と書かれている米飯缶には、水を入れずに米飯業者に返す。 

・ 米飯缶にしゃもじが入っていないことを確認する。しゃもじの返却方法は事業

者提案に委ねる。 

パ ン ・ 食べ残しのパンは、ポリ袋又は空食缶に学校分まとめて計量後、給食センター

まで回収する。 

麺 ・ クラスから戻ってきた麺は、ポリ袋又は、副食や残菜とは別に空食缶に入れて

計量し、学校分まとめて給食センターまで回収する。 

・ 麺缶は、空の状態で納入業者に返す。 

牛 乳 ・ ストローが牛乳箱又は、牛乳パックに残っていないか必ず確認をする。 

・ 空の牛乳箱は、重ねて給食室内に置いておく。牛乳箱は外に出しておかない。

（回収は、次回の納品時になる） 

・ 開いてあるリサイクル用牛乳パックは、ポリ袋（青）にコンパクトにまとめ計

量、記録をして給食センターまで回収する。 

・ 飲み残し及び未開封の牛乳は、クラス毎又は各階毎にバケツ等の容器に入れら

れて給食室に戻るため、空食缶（すすぐ必要はない）に開けて計量、記録をし

て給食センターまで回収する。 

・ 飲み残し牛乳が入っていたバケツ等の容器を給食室で洗浄する。 

・ ストローとストローの袋は、ひとまとめにして給食センターまで回収する。 

・ つぶして返ってきた牛乳パックは、リサイクル用牛乳パックや紙ごみとは別に

ポリ袋にコンパクトにまとめ計量、記録をして給食センターまで回収する。 

ｺｰﾋｰﾐﾙｸ 

お茶 等 

・ 飲み残し及び未開封のコーヒーミルク等は、クラス毎又は各階毎にバケツ等の

容器に入れられて給食室に戻るため、空食缶（すすぐ必要はない）に開けて計

量、記録をして給食センターまで回収する。 

・ たたんで返ってきたコーヒーミルク・お茶のパックは、ポリ袋にコンパクトに

まとめ計量、記録をして給食センターまで回収する。 

※代替のお茶が飲み残して戻ってきたら、流しに捨て、空のお茶パックのみまとめ

て給食センターまで回収する。（給食センターに返す紙ごみがある場合は、それ

と一緒にする。） 



 

食 品 等 配膳室での取扱い 

ヨーグルト 

プリン 

ゼリー  等 

 

・ 食べ残しは学校分の数を計測し記録する。 

・ クラスから戻ってきた容器とふたは、それぞれ学校分をまとめて給食センター

まで回収する。 

フライ箱に 

入った果物 

枝豆・ﾐﾆﾄﾏﾄ等 

・ 皮と食べ残しは、学校分を１つのポリ袋又は食缶にまとめて計量し、給食セン

ターまで回収する。 

ゆで卵 ・ 殻と食べ残しは、学校分１つのポリ袋又は食缶にまとめて計量し、給食センタ

ーまで回収する。 

ﾎﾞﾄﾙﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞ 

ﾎﾞﾄﾙﾏﾖﾈｰｽﾞ 

ﾎﾞﾄﾙﾄﾏﾄｹﾁｬｯﾌﾟ

等 

・ 容器(ビン類)の中身の残りは、食缶にあけ、１つにまとめて給食センターまで

回収する。（ボトルは洗わなくてもよい） 

・ 返却は次の日でもよい。 

包装材、使い捨

て手袋 

(燃やさないゴ

ミ) 

・ 袋等（燃やさないゴミ）は、ストロー等と一緒にポリ袋に学校分まとめて給食

センターまで回収する。 

 

 


